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項目数 № 分野 重点 関係 評価項目・取組内容 達成 状況 取組状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 精道中学校
一人を大事に
一秒を大事に

1.これからの時代に必
要とされる生徒の育成
2.学習指導の充実と支
援の工夫
3.生徒指導の充実
4.教職員の資質向上

2 1

学習指
導の充
実と支援
の工夫

2

◎授業規律を大
切にし、基礎学
力の定着と主体
的に学ぶ態度の
育成を図ってい
る。
◎ICT機器の効
果的な活用の推
進を図っている。
◎「主体的・対話
的で深い学び」に
むけた指導の工
夫を行う。

B

学習状況を把握し、
個々の理解度に応じ
た指導を行うため、単
元ごとの振り返りを取
り入れてきた。また、
ICTを活用した個別最
適な学習環境の整備
を進め、基礎的・基本
的な学力の定着を
図っている。支援面で
は、学習につまづき
のある生徒に対し、
少人数授業や支援員
との連携を強化し、学
習意欲の向上を図っ
ている。今後は、授業
改善のため、教員間
の授業研究を一層活
性化させるために、
データ分析を共有し、
支援の質を高める体
制づくりを進めたい。

学校内の様子
は参観日等し
か分からない
が、落ち着い
て授業には取
り組んでいる。
不登校生の増
加についても
懸念するところ
である。学習
面や心理的な
支援を環境整
備も踏まえ関
係機関と連携
していってもら
いたい。

生徒・保護者・教
職員アンケートを
比較し差異のある
部分を分析するな
ど、エビデンスに
基づく学校評価が
実施されている。
また、学校運営協
議会から、今年度
の気づきやテーマ
に沿った意見集
約を行い、それら
を全てアンケート
結果とともに学校
だよりに掲載、広
報し透明性のある
評価とすることが
できた。

今年度は生徒と
教職員で肯定的
な回答が概ね一
致しており、丁寧
な関わりを心がけ
た結果として捉え
ている。一方で教
育相談をさらに充
実させることと、教
職員が生徒の優
れた側面を把握
し、生徒へ肯定的
特性をより丁寧に
観察・理解し、そ
れを学習場面や
日常の関わりに
反映させる取り組
みを一層充実させ
る必要がある。

生徒指導
の充実

2 山手中学校

豊かな心を育
て、確かな学
力、たくましい
体力を身につ
ける
一人ひとりを
大切に人間性
豊かな生徒の
育成

1.生徒一人ひとりの
成長を大切にした
教育の推進
2.自主・自立を育む
教育の推進
3.教師の専門性向
上とチーム力の強
化
4.安全で安心な学
校環境の整備

2 1 生徒指導 3

・公共の場での
ルールやマナー
を守る態度の育
成。特に、登下校
時の歩行マナー
や交通安全意識
の向上を図る。
・朝終礼や学級
活動における交
通安全教育やマ
ナー指導の充
実。地域パトロー
ルとの連携強
化。

B

・一部の生徒には改
善が見られるもの
の、広がり歩きや自
動車のよけ方が不十
分であるとの指摘が
地域から寄せられて
いる。
・安全面の問題、交
通渋滞のもととなる
自動車での送迎によ
る登校の禁止の呼び
かけ。
・定期的かつ継続的
な指導の強化を図
る。
・保護者・生徒の意識
向上を目的とした取
組を導入する。
・地域住民からの指
摘を職員間で共有
し、指導に生かす。

定期的な指導
を通して具体
的な学習を促
進し、保護者・
生徒の意識向
上を図った。地
域住民から寄
せられたフィー
ドバックを踏ま
え、改善に取り
組んだ。その
結果、登下校
における安全
意識には一定
の向上が見ら
れたが、引き
続き更なる向
上が求められ
る。

教職員、生
徒、保護者に
同様の質問を
設定し、各立
場による回答
の傾向、視点
の違いを比較・
分析した。学
校運営協議会
委員には文章
形式で評価を
していただき、
総じて「おおむ
ね良好」な評
価を得た。

全体的には良
い評価をいた
だいた。学校
評価アンケー
トの結果を共
有し、生徒が
関わる事案
は、今後も丁
寧な見取りや
聞き取りを行
い、人間関係
や学校生活の
様子を継続的
に見守る必要
がある。学校、
家庭、地域が
連携し生徒の
成長を支えて
いく意識を共
有していく。

地域との連
携

3 潮見中学校

「絆」を深め、志
を持って未来を
切り開く生徒の育
成
「確かな学力」の
育成　・自らの課
題を見つけ、探
求する力を養う教
育の推進・伝える
力、説明する力を
伸ばす教育の推
進・仲間と共に学
ぶ心を育てる教
育の推進
「豊かな心」の育
成　・共生社会に
生きる上で必要
な道徳性の育
成・他者と自分を
同じように尊重
し、思いやりに満
ちた人間関係の
構築
「健やかな体」の
育成　・健康的な
生活に必要な体
力を主体的につ
ける態度の育成・
生涯を通じる健
康づくりの推進・
給食指導と連携
した食育の推進

1「確かな学力」の育
成
2「豊かな心」の育成
3「健やかな体」の育
成
4命と人権を大切に
する教育の充実

2 1 「確かな学力」の育成 1

◎生徒が主体的
に学習に取り組
む「仕掛け」づくり
に取り組んだ。
◎学校では単
に、知識や技能
を学ぶ場所では
ないことを教職員
が共通理解し取
り組んだ。

B

１年生では「探求学
習」で企業と連携した
取り組みを進めた。ま
た、２年生では自由
進度学習に取り組ん
だ。教員にとっても
チャレンジングな取り
組みであったが、
ScTN質問紙調査で
は生徒の主体性が上
昇している結果が得
られた。

新しい取り組
みについて、
保護者や学校
運営協議会の
委員の皆様か
らも評価されて
いる。
学びのかたち
が大きく変わろ
うとしている今
日、教員にも
チャレンジして
もらいたい。

生徒、保護者、教
職員を対象とした
アンケートを実施
し、集約してグラ
フ化している。ま
た、学期に１度、
学校運営協議会
を開催し、学校だ
よりや全国学力・
学習状況調査の
結果報告書、学
校ブログを元にし
た資料等を用い
て、学校の状況を
説明し意見集約し
ている。生徒や保
護者が学校運営
に対し、どう感じ
て、何を求めてい
るかを分析して、
引き続きより良い
学校運営を目指し
て欲しい。

おおむね良好。
　今年度は「探
求学習」で企業
連携や自由進
度学習に取り組
みを評価され
た。また生徒の
居場所づくりに
ついても、校内
サポートルーム
をはじめとした
不登校生に対
する支援につい
ての充実を目指
してもらいたい。

不登校対
応
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